三つ目の任務としての看護教育 : 学長を終えるにあたって : 退任の辞 by 喜多 悦子





































標、今様には、本学国際化マニフェストを提出し、開学年の 7 月 11 日に国際をテーマ
にしたシンポジウムを開催しました。５年後に学生の X％、教職員の Y％が国際経験を








































特に自主研修として 2004 年 3 月に訪問したベトナム以降、ミャンマー、フィリピン、
ラオス/タイ、インドネシア、インド、カンボジア、そして開学十周年記念のロンドン
とジュネーブ、さらに 2011 年の東北被災地、2012 年のブータンと続いている海外研修
は、半世紀近い年齢を超えて、同じ釜の飯を頂く仲間意識を醸し出せたことは私の宝物
となっています。 
 
さて、看護分野の教育は長らく実践的でもありましたが、医学のみならず福祉、介護を
含む人々の well-being を取り巻く学問は人類未踏の高齢社会の出現とともに、激しく
変遷しつつあります。それは、幸か不幸か、わが国が世界で初めて経験する事態でもあ
ります。今必要なこと、求められていることは科学的論理的普遍性をもった看護学の教
育と、実践におけるイノベーションでしょう。看護を必要としているのは、医療施設の
中だけではありません。紛争や災害の地だけではありません。病人やけが人だけではあ
りません。人口の半分以上が高齢化する地域、社会の中のすべての人々が看護を必要と
しています。類稀な人道的分野である看護が広範に活用されるためには、看護は狭い専
門分野から飛び出し、その社会化を進めるべきです。看護教育の場の学際的イノベーシ
ョンが必要です。 
 
開設 12 年を経た日本赤十字九州国際看護大学には、その萌芽があり、既に千名を越え
た卒業生の中から、それを実践する人々が輩出する日が近いことを信じて任務を終えら
れることを感謝と喜びを持って報告申し上げ、擱筆します。 
ありがとうございました。 
